
一
四
三

特
集
に
あ
た
っ
て

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
長　

牧
角　

悦
子　

『
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
本
号
を
、
石
川
忠
久
博
士
追
悼
号
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
紹
介
し
た
い
。

実
は
、
本
研
究
所
と
石
川
先
生
は
、
お
隣
に
顧
問
室
を
構
え
て
い
ら
し
た
こ
と
、
石
川
先
生
が
顧
問
を
務
め
る
二
松
詩
文
会
の
事
務
助
手
が
東

ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
に
机
を
置
い
て
い
た
こ
と
な
ど
、
空
間
的
な
繫
が
り
が
有
っ
た
と
は
言
え
、
直
接
の
繋
が
り
は
な
い
。
そ
う
で
あ
り
な

が
ら
、
石
川
先
生
は
、
な
ぜ
か
ず
っ
と
研
究
所
の
「
ご
近
所
さ
ん
」
で
い
ら
し
た
。
ご
自
宅
が
ご
近
所
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
顧
問
室
も
隣
で
あ

り
、
毎
日
の
日
課
の
よ
う
に
お
部
屋
に
通
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
研
究
所
に
「
や
あ
！
」
と
顔
を
出
さ
れ
る
。
研
究
所
の
助
手
も
、
鍵
を
開
け
て
差

し
上
げ
た
り
、
客
人
を
案
内
し
て
差
し
上
げ
た
り
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
七
月
、
石
川
先
生
の
訃
報
が
届
い
た
。
ご
体
調
が
優
れ
な
い
こ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
有
っ
て
、

人
と
人
が
会
う
こ
と
が
あ
ま
り
推
奨
さ
れ
な
い
中
で
、
最
期
の
ご
様
子
な
ど
も
、
な
か
な
か
情
報
が
無
か
っ
た
。
ご
葬
儀
も
、
内
々
で
執
り
行
わ

れ
た
こ
と
を
、
み
な
後
か
ら
知
っ
た
。

た
だ
、
と
は
言
え
、
二
松
学
舎
の
学
長･

理
事
長
を
お
務
め
に
な
っ
た
方
で
あ
る
。
本
学
と
し
て
、
か
た
ち
有
る
敬
意
は
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
、
そ
の
方
法
を
模
索
し
た
。
旧
邸
に
あ
る
蔵
書
を
寄
贈
い
た
だ
け
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
研
究
所
に
石
川
先
生
の
号
を
冠
し
た
「
岳
堂
文

庫
」
を
作
っ
て
記
念
し
て
差
し
上
げ
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
だ
が
、
諸
事
情
に
よ
り
遅
滞
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
追
悼
を
か
た
ち
に
し
た

い
と
い
う
思
い
の
結
果
が
、
本
記
念
号
の
発
刊
な
の
で
あ
る
。

論
考
と
し
て
は
、「
二
松
学
舎
」
の
学
び
に
関
わ
る
論
文
を
、
研
究
所
の
主
な
る
メ
ン
バ
ー
で
載
せ
た
。
ま
た
、
石
川
先
生
の
最
後
の
弟
子
で

も
あ
る
研
究
所
主
査
の
石
塚
英
樹
氏
が
、
詳
細
な
年
譜
と
著
作
目
録
を
作
成
し
て
く
れ
た
。

石
川
先
生
の
存
在
は
、
本
学
と
本
学
の
研
究
に
と
っ
て
様
々
な
意
味
で
強
烈
で
あ
っ
た
。
今
、
我
々
の
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
記
念
号
発
行
と

い
う
さ
さ
や
か
な
追
悼
で
し
か
な
い
が
、
投
げ
か
け
て
い
た
だ
い
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
止
む
こ
と
無
く
考
え
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
四
四

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

〇
歳
（
数
え
年
一
歳
。
以
下
同
じ
。）

四
月
九
日

父
義
久
、
母
知
子
の
長
男
と
し
て
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
代
々
幡
町
大
字
代
々
木
百
二
十
二
番
地
（
現
・
東
京
都
渋
谷
区
代
々

木
二
丁
目
十
二
番
地
）
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

六
歳
（
七
歳
）

四
月

早
蕨
幼
稚
園
（
代
々
木
）
に
入
園
。

八
月

父
の
転
勤
に
伴
い
、
旧
満
洲
国
新
京
市
（
現
・
吉
林
省
長
春
市
）
に
転
居
（
以
後
、
十
五
年
一
月
か
ら
十
六
年
三
月
の
間

東
京
に
戻
っ
た
期
間
を
除
き
、
二
十
一
年
ま
で
旧
満
州
に
居
住
）。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

七
歳
（
八
歳
）

四
月

新
京
市
西
広
場
小
学
校
に
入
学
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

八
歳
（
九
歳
）

一
月

東
京
・
代
々
木
に
戻
り
、
渋
谷
区
立
山
谷
小
学
校
に
転
校
。

二
月

詩
一
篇
が
、「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
・
全
満
児
童
文
集
」
に
入
選
。

こ
の
頃
、
外
祖
父
石
井
伯
堂
の
水
墨
画
を
描
き
画
讃
を
書
く
の
を
日
課
と
す
る
の
に
親
し
む
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

九
歳
（
十
歳
）

四
月

再
び
新
京
に
転
居
し
、
西
広
場
小
学
校
（
こ
の
年
よ
り
国
民
学
校
と
改
称
）
に
転
校
。

こ
の
頃
よ
り
昭
和
十
八
年
頃
ま
で
、
満
洲
中
央
放
送
局
に
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
出
演
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

十
二
歳
（
十
三
歳
）

五
月

奉
天
（
現
・
瀋
陽
市
）
に
転
居
。
雪
見
国
民
学
校
に
転
校
。

十
月

父
義
久
、
中
国
南
方
に
出
征
。

石
川
忠
久
博
士
略
年
譜



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
四
五

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

十
三
歳
（
十
四
歳
）

三
月

奉
天
雪
見
国
民
学
校
を
卒
業
。

四
月

奉
天
第
二
中
学
校
に
入
学
。

六
月

四
平
街
（
現
・
四
平
市
）
に
転
居
。
四
平
中
学
校
に
転
校
。

八
月

四
平
街
を
脱
出
。
朝
鮮
国
境
八
道
溝
に
て
終
戦
を
む
か
え
、
引
き
返
し
て
奉
天
に
向
か
う
も
入
れ
ず
、
撫
順
に
落
ち
着
く
。

中
学
は
自
然
退
学
。

九
月

撫
順
炭
礦
更
正
事
務
所
に
臨
時
雇
と
な
り
、
坑
道
ト
ロ
ッ
コ
の
軌
道
敷
設
や
、
練
炭
・
豆
炭
の
製
造
等
に
従
事
す
る
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

十
四
歳
（
十
五
歳
）

前
年
末
よ
り
、
国
共
内
戦
に
遭
う
。

六
月

臨
時
雇
退
職
（
退
職
金
六
百
円
）。

七
月

葫
蘆
島
よ
り
乗
船
し
帰
国
。博
多
港
に
上
陸
。七
日
、母
・
弟
・
妹
と
共
に
代
々
木
に
帰
着
し
、先
に
帰
国
し
て
い
た
父
と
再
会
。

旧
知
の
服
部
浩
彦
氏
に
主
要
科
目
を
習
い
、
編
入
試
験
に
備
え
る
。

九
月

都
立
第
四
中
学
校
第
二
学
年
に
編
入
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

十
五
歳
（
十
六
歳
）

 

こ
の
頃
、
平
野
紫
陽
（
彦
次
郎
）
先
生
に
漢
詩
の
作
詩
を
習
う
。
祖
父
に
肖
り
岳
堂
と
号
す
る
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

十
六
歳
（
十
七
歳
）

四
月

都
立
第
四
新
制
高
等
学
校
（
後
に
都
立
戸
山
高
等
学
校
と
改
称
）
に
進
学
（
学
制
改
革
に
伴
い
、
本
来
は
中
学
四
年
に
進

む
と
こ
ろ
、
高
校
一
年
と
な
る
）。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

十
九
歳
（
二
十
歳
）

三
月

同
右
を
卒
業
。

四
月

東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
二
類
に
入
学
。
仏
中
の
合
併
ク
ラ
ス
に
属
す
る
。
駒
場
寮
に
入
寮
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

二
十
一
歳
（
二
十
二
歳
）

四
月

同
学
文
学
部
中
国
文
学
科
に
進
学
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
四
六

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

二
十
三
歳
（
二
十
四
歳
）

三
月

同
右
を
卒
業
（
卒
業
論
文
「
謝
霊
運
謝
朓
詩
研
究
」）。

四
月

同
学
文
学
部
研
究
生
と
な
る
。

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
講
師
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

二
十
四
歳
（
二
十
五
歳
）

四
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
中
国
語
中
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
。

倉
石
武
四
郎
著
『
中
国
文
学
史
』（
中
央
公
論
社
刊
）
の
手
伝
い
を
す
る
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

二
十
六
歳
（
二
十
七
歳
）

三
月

同
右
を
修
了
（
修
士
論
文
「
東
晋
文
学
研
究
」）。

四
月

同
博
士
課
程
に
進
学
。

十
月

岡
山
晏
子
（
本
名
・
富
貴
代
）
と
結
婚
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

二
十
七
歳
（
二
十
八
歳
）

十
一
月

長
男
誕
生
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

二
十
九
歳
（
三
十
歳
）

四
月

明
治
大
学
商
学
部
講
師
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

三
十
歳
（
三
十
一
歳
）

三
月

大
学
院
単
位
取
得
に
よ
り
満
期
退
学
。

九
月

都
立
冨
士
森
高
等
学
校
講
師
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

三
十
一
歳
（
三
十
二
歳
）

三
月

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
を
退
職
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

三
十
二
歳
（
三
十
三
歳
）

十
月

次
男
誕
生
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
四
七

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

三
十
三
歳
（
三
十
四
歳
）

四
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
通
信
高
校
講
座
・
漢
文
を
担
当
。

東
京
大
学
教
養
学
部
・
千
葉
大
学
文
理
学
部
（
後
、
人
文
学
部
と
改
称
）
講
師
。

六
月

東
京
支
那
学
会
（
現
・
中
国
社
会
文
化
学
会
）
委
員
（
後
に
理
事
と
改
称
）。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

三
十
四
歳
（
三
十
五
歳
）

二
月

宇
野
精
一
著
『
詳
説
漢
文
』（
向
上
社
刊
）
の
協
力
者
と
し
て
「
詩
文
」
を
執
筆
。

三
月

都
立
冨
士
森
高
等
学
校
を
退
職
。

四
月

桜
美
林
大
学
の
創
設
に
招
か
れ
、
文
学
部
中
文
科
助
教
授
に
就
任
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

三
十
五
歳
（
三
十
六
歳
）

四
月

埼
玉
大
学
教
養
学
部
・
教
養
部
講
師
。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

三
十
七
歳
（
三
十
八
歳
）

三
月

埼
玉
大
学
教
養
学
部
を
退
職
。

四
月

湯
島
聖
堂
に
て
、
婦
人
教
養
講
座
「
唐
詩
の
鑑
賞
」
を
担
当
。

明
治
大
学
文
学
部
講
師
（
後
に
大
学
院
も
兼
ね
る
）。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
通
信
高
校
講
座
講
師
。

十
月

岩
手
大
学
教
育
学
部
集
中
講
義
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

三
十
八
歳
（
三
十
九
歳
）

四
月

社
団
法
人
哲
泉
流
日
本
吟
詠
協
会
顧
問
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
通
信
高
校
講
座
講
師
。

十
月

大
学
漢
文
教
育
研
究
会
総
務
委
員
（
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
）。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

三
十
九
歳
（
四
十
歳
）

一
月

愛
知
教
育
大
学
集
中
講
義
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
教
養
特
集
「
漢
詩
夜
話
」
放
映
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
四
八

四
月

社
団
法
人
霞
朗
詠
会
特
別
顧
問
。

六
月

東
大
中
哲
文
学
会
委
員
（
時
に
委
員
長
。
東
京
支
那
学
会
を
改
組
し
た
学
会
。
昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
）。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

四
十
歳
（
四
十
一
歳
）

四
月

桜
美
林
大
学
文
学
部
教
授
に
昇
任
。

九
月

霞
朗
詠
会
「
加
壽
美
会
報
」（
後
に
「
か
す
み
会
報
」）
に
連
載
を
開
始
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

四
十
一
歳
（
四
十
二
歳
）

三
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
通
信
高
校
講
座
終
了
。

千
葉
大
学
文
理
学
部
を
退
職
。

四
月

学
習
院
大
学
文
学
部
・
大
東
文
化
大
学
文
学
部
・
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
講
師
。

十
二
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
市
民
大
学
講
座
「
漢
詩
の
こ
こ
ろ
」
放
映
（
翌
年
三
月
ま
で
）。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）

四
十
二
歳
（
四
十
三
歳
）

四
月

東
京
大
学
・
同
大
学
院
・
立
教
大
学
文
学
部
講
師
。

湯
島
聖
堂
に
て
、
教
養
講
座
「
唐
詩
鑑
賞
」
を
担
当
。

十
一
月

財
団
法
人
斯
文
会
評
議
員
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）

四
十
三
歳
（
四
十
四
歳
）

三
月

明
治
大
学
商
学
部
・
大
東
文
化
大
学
文
学
部
を
退
職
。

九
月

愛
知
大
学
文
学
部
集
中
講
義
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

四
十
四
歳
（
四
十
五
歳
）

十
一
月

日
本
道
教
学
会
評
議
員
（
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
十
一
月
ま
で
）。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

四
十
五
歳
（
四
十
六
歳
）

一
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
通
信
高
校
講
座
特
集
「
漢
詩
へ
の
誘
い
」
放
映
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
四
九

三
月

湯
島
聖
堂
「
聖
社
詩
会
」
主
宰
と
な
る
。

立
教
大
学
を
退
職
。

四
月

日
本
女
子
大
学
文
学
部
講
師
。

二
松
詩
文
会
同
人
。

七
月

日
中
友
好
協
会
派
遣
大
学
訪
中
団
の
一
員
と
し
て
、
第
一
回
訪
中
（
北
京
・
長
沙
・
韶
山
・
南
昌
・
上
海
な
ど
）。

十
二
月

財
団
法
人
斯
文
会
常
務
理
事
（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
ま
で
）。

日
中
友
好
協
会
派
遣
中
国
研
究
者
訪
中
団
の
団
長
と
し
て
、
第
二
回
訪
中
（
北
京
・
西
安
・
洛
陽
・
上
海
な
ど
）。

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

四
十
六
歳
（
四
十
七
歳
）

四
月

桜
美
林
大
学
中
国
語
中
国
文
学
科
長
に
就
任
。

新
潟
日
報
な
ど
に
毎
週
一
回｢

漢
詩｣

欄
を
執
筆
（
四
年
間
）。

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）

四
十
七
歳
（
四
十
八
歳
）

一
月

日
中
友
好
漢
詩
愛
好
家
訪
中
団
と
し
て
、
第
三
回
訪
中
（
香
港
・
広
州
・
成
都
・
重
慶
・
武
漢
な
ど
）。

四
月

大
正
大
学
文
学
部
・
東
京
大
学
文
学
部
講
師
。

八
月

第
四
回
訪
中
（
北
京
・
済
南
・
曲
阜
・
泰
安
（
泰
山
）・
上
海
な
ど
）。

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）

四
十
八
歳
（
四
十
九
歳
）

三
月

日
本
女
子
大
大
学
文
学
部
を
退
職
。

第
五
回
訪
中
（
北
京
・
洛
陽
・
西
安
・
上
海
な
ど
）。

四
月

日
本
中
国
学
会
専
門
委
員
（
後
に
学
術
専
門
委
員
と
改
称
）
就
任
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

四
十
九
歳
（
五
十
歳
）

三
月

大
正
大
学
文
学
部
を
退
職
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
通
信
高
校
講
座
終
了
。

第
六
回
訪
中
（
上
海
・
杭
州
・
南
京
・
無
錫
・
蘇
州
な
ど
）。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
〇

四
月

明
治
大
学
大
学
院
講
師
。

日
本
中
国
学
会
評
議
員
・
理
事
（
理
事
で
な
い
時
は
監
事
。）。

日
本
煎
茶
道
連
盟
『
煎
茶
道
』
に
館
柳
湾
編
「
詠
茶
詩
録
」
の
注
解
の
連
載
を
開
始
（
毎
月
、昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

十
一
月
ま
で
八
十
回
）。

六
月

東
大
中
哲
文
学
会
理
事
（
委
員
を
改
称
。
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
）。

八
月

東
京
法
令
出
版
『
月
刊
国
語
教
育
』
に
「
漢
文
教
材
研
究
講
座
」（
後
に
「
漢
文
教
育
研
究
講
座
」
に
変
更
）
の
連
載
を
開

始
（
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
九
月
ま
で
十
二
回
）。

十
月

第
七
回
訪
中
（
上
海
・
南
昌
・
景
徳
鎮
・
廬
山
・
九
江
・
南
京
・
鎮
江
・
揚
州
な
ど
）。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

五
十
歳
（
五
十
一
歳
）

二
月

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
科
学
研
究
費
分
科
会
）（
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
一
月
ま
で
）。

四
月

日
本
女
子
大
学
大
学
院
講
師
。

文
部
省
高
等
学
校
国
語
科
指
導
要
領
解
説
作
成
協
力
委
員
（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
三
月
ま
で
）。

第
八
回
訪
中
（
上
海
・
南
京
・
西
安
・
北
京
な
ど
）。

九
月

第
九
回
訪
中
（
上
海
・
無
錫
（
太
湖
）・
杭
州
・
紹
興
・
寧
波
な
ど
）。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

五
十
一
歳
（
五
十
二
歳
）

三
月

学
習
院
大
学
文
学
部
を
退
職
。

第
十
回
訪
中
（
香
港
・
広
州
・
成
都
・
重
慶
・
三
峡
・
岳
陽
な
ど
）。

四
月

二
松
学
舎
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
講
師
。

八
月

第
十
一
回
訪
中
（
北
京
・
包
頭
・
呼
和
浩
特
・
大
同
・
太
原
な
ど
）。

十
月

大
学
漢
文
教
育
研
究
会
委
員
長
（
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
月
ま
で
）。

こ
の
頃
、
桜
美
林
大
学
内
に
「
櫻
林
詩
会
」
を
開
く
。

十
一
月

大
阪
大
学
文
学
部
集
中
講
義
。

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）

五
十
二
歳
（
五
十
三
歳
）

三
月

第
十
二
回
訪
中
（
北
京
・
西
安
・
洛
陽
・
上
海
な
ど
）。

明
治
大
学
文
学
部
・
日
本
女
子
大
学
大
学
院
を
退
職
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
一

四
月

上
智
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
講
師
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
作
詩
講
座
を
開
き
、「
青
山
詩
会
」
と
名
づ
け
る
。

第
十
三
回
訪
中
（
上
海
・
蘇
州
・
無
錫
・
宜
興
・
杭
州
・
紹
興
な
ど
）。

五
月

日
野
市
漢
詩
連
盟
よ
り
請
わ
れ
詩
会
を
開
く
（
後
、「
花
水
吟
社
」
と
名
づ
け
る
）。

八
月

第
十
四
回
訪
中
（
上
海
・
西
安
・
蘭
州
・
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ウ
ル
ム
チ
・
北
京
な
ど
）。

十
月

大
学
漢
文
教
育
研
究
会
を
改
組
し
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
を
設
立
、
会
長
に
就
任
。

十
二
月

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
学
術
用
語
分
科
会
）（
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
二
月
ま
で
）。

「
櫻
林
詩
会
」、
正
式
発
足
。

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）

五
十
三
歳
（
五
十
四
歳
）

三
月

第
十
五
回
訪
中
（
北
京
・
洛
陽
・
鞏
県
・
鄭
州
・
開
封
・
上
海
な
ど
）。

四
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
ラ
ジ
オ
「
漢
詩
を
よ
む
」
放
送
開
始
。

六
月

東
大
中
国
学
会
理
事
（
東
大
中
哲
文
学
会
を
改
組
し
た
学
会
）。

七
月

愛
媛
大
学
法
文
学
部
集
中
講
義
。

八
月

第
十
六
回
訪
中
（
上
海
・
武
漢
・
岳
陽
・
沙
市
・
巫
山
・
奉
節
・
萬
県
・
石
寶
寨
・
重
慶
・
大
足
な
ど
）。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

五
十
四
歳
（
五
十
五
歳
）

一
月

桜
美
林
大
学
文
学
部
長
（
二
期
四
年
）、
桜
美
林
学
園
評
議
員
に
就
任
。

三
月

第
十
七
回
訪
中
（
北
京
・
西
安
・
三
門
峡
・
洛
陽
・
南
京
・
上
海
な
ど
）。

六
月

第
十
八
回
訪
中
（
上
海
・
西
安
・
運
城
・
三
門
峡
・
洛
陽
・
鄭
州
・
北
京
な
ど
）。

九
月

第
十
九
回
訪
中
（
香
港
・
桂
林
・
柳
州
・
霊
渠
・
永
州
・
衡
陽
（
衡
山
）・
長
沙
・
広
州
な
ど
）。

十
月

実
践
女
子
大
学
大
学
院
講
師
。

茨
城
大
学
人
文
学
部
集
中
講
義
。

台
湾
視
察
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

五
十
五
歳
（
五
十
六
歳
）

一
月

茨
城
大
学
集
中
講
義
。

二
月

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
科
学
研
究
費
分
科
会
）（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
一
月
ま
で
）。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
二

三
月

明
治
大
学
大
学
院
を
退
職
。

第
二
十
回
訪
中
（
上
海
・
南
京
・
蘇
州
・
無
錫
（
太
湖
）・
杭
州
な
ど
）。

九
月

第
二
十
一
回
訪
中
（
上
海
・
兗
州
・
曲
阜
・
泰
安
（
泰
山
）・
済
南
・
淄
博
・
煙
台
・
青
島
な
ど
）。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

五
十
六
歳
（
五
十
七
歳
）

三
月

実
践
女
子
大
学
大
学
院
を
退
職
。

第
二
十
二
回
訪
中
（
北
京
・
西
安
・
成
都
・
香
港
な
ど
）。

九
月

第
二
十
三
回
訪
中
（
北
京
・
ウ
ル
ム
チ
・
カ
シ
ュ
ガ
ル
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
ロ
ー
マ
・
ポ
ン
ペ
イ
・
ナ
ポ
リ
な
ど
）。

十
月

名
古
屋
大
学
文
学
部
集
中
講
義
。

十
一
月

日
本
道
教
学
会
理
事
。

昭
和
六
十
四
年
・
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）　　
　
　

五
十
七
歳
（
五
十
八
歳
）

三
月

第
二
十
四
回
訪
中
（
上
海
・
南
京
・
滁
州
・
馬
鞍
山
・
揚
州
・
鎮
江
・
常
州
・
無
錫
・
上
海
な
ど
）。

八
月

文
部
省
大
学
設
置
学
校
法
人
審
議
会
専
門
委
員
（
大
学
設
置
分
科
会
）（
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
七
月
ま
で
）。

十
二
月

財
団
法
人
斯
文
会
理
事
長
に
就
任
（
法
人
登
記
上
の
就
任
は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
二
月
）。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

五
十
八
歳
（
五
十
九
歳
）

一
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
漢
詩
紀
行
」
を
監
修
。

三
月

桜
美
林
大
学
を
退
職
。

第
二
十
五
回
訪
中
（
上
海
・
寧
波
・
普
陀
山
・
天
台
山
・
紹
興
・
杭
州
な
ど
）。

四
月

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
・
中
国
学
専
攻
主
任
に
就
任
。

桜
美
林
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
。

五
月

『
新
し
い
漢
文
教
育
』（
後
に
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
に
誌
名
変
更
）
に
「
正
陶
室
詩
話
」
の
連
載
を
開
始
（
年
二
回
、

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
六
月
ま
で
五
十
四
回
）。

八
月

財
団
法
人
斯
文
会
理
事
長
と
し
て
、
湯
島
聖
堂
創
建
三
百
年
記
念
展
覧
会
「
江
戸
は
日
本
人
を
創
っ
た
」
を
日
本
橋
東
急

百
貨
店
に
て
開
催
。

十
一
月

財
団
法
人
斯
文
会
理
事
長
と
し
て
、
湯
島
聖
堂
創
建
三
百
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

十
二
月

秋
田
大
学
教
育
学
部
集
中
講
義
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
三

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

五
十
九
歳
（
六
十
歳
）

三
月

第
二
十
六
回
訪
中
（
香
港
・
昆
明
・
成
都
・
広
州
な
ど
）。

四
月

第
二
十
七
回
訪
中
（
北
京
・
洛
陽
・
西
安
な
ど
）。

六
月

財
団
法
人
東
方
学
会
地
区
委
員
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）。

七
月

日
本
学
術
会
議
会
員
（
第
十
五
期
）
に
選
任
。

十
二
月

茨
城
大
学
集
中
講
義
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

六
十
歳
（
六
十
一
歳
）

二
月

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
科
学
研
究
費
分
科
会
）（
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
一
月
ま
で
）。

三
月

東
京
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
（
学
位
論
文
「
陶
淵
明
研
究
」）。

十
～
十
一
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
漢
詩
紀
行
」
の
取
材
、
ロ
ケ
の
た
め
訪
中
（
南
京
・
徐
州
・
沛
県
）。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

六
十
一
歳
（
六
十
二
歳
）

四
月

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻
主
任
に
再
任
。

五
月

中
国
湖
南
省
長
沙
市
岳
麓
詩
社
顧
問
に
就
任
。

中
国
旅
游
（
北
京
・
大
同
・
五
台
山
・
忻
州
・
太
原
な
ど
）。

山
西
大
学
（
太
原
市
）
に
て
、
江
戸
時
代
の
漢
詩
に
つ
い
て
の
学
術
講
演
を
中
国
語
で
行
う
。

九
月

イ
ギ
リ
ス
旅
游
。

十
月

東
京
書
道
教
育
会
『
筆
心
』
に
連
載
を
開
始
（
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
六
月
ま
で
）。

十
二
月

財
団
法
人
斯
文
会
第
一
回
文
化
講
演
会
で
講
演
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

六
十
二
歳
（
六
十
三
歳
）

三
月

中
国
旅
游
（
香
港
・
恵
州
・
広
州
・
汕
頭
・
潮
州
・
漳
州
・
厦
門
・
泉
州
・
莆
田
・
福
州
・
上
海
な
ど
）。

四
月

湯
島
聖
堂
に
て
、
講
座
「
漢
詩
作
法
入
門
」
開
始
（
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
ま
で
）。

六
月

東
方
学
会
評
議
員
。

香
港
・
台
湾
旅
游
。

七
月

日
本
学
術
会
議
会
員（
第
十
六
期
）に
再
選
、語
学
文
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
長（
平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）七
月
ま
で
）。

九
月

フ
ラ
ン
ス
旅
游
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
四

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

六
十
三
歳
（
六
十
四
歳
）

三
月

台
湾
政
府
（
教
育
部
）
の
招
聘
を
受
け
、
中
国
文
化
大
学
な
ど
で
講
演
、
漢
学
研
究
中
心
な
ど
を
視
察
。

四
月

日
本
中
国
学
会
理
事
長
に
就
任
（
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
三
月
ま
で
）。

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
に
就
任
（
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
）。

国
際
儒
学
聯
合
会
（
本
部
在
北
京
）
副
会
長
に
就
任
。

湯
島
聖
堂
に
て
、
講
座
「
江
戸
の
漢
詩
」
開
始
（
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
ま
で
）。

中
国
旅
游
（
陝
西
省
）。

七
月

日
本
学
術
会
議
第
一
部
夏
季
部
会
（
沖
縄
）
に
出
席
。

九
月

学
校
法
人
二
松
学
舎
評
議
員
（
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
ま
で
）。

ド
イ
ツ
旅
游
。

東
京
漢
字
検
定
協
会
会
長
に
就
任
（
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
ま
で
）。

十
月

漢
字
文
化
振
興
会
が
発
足
、
専
務
理
事
に
就
任
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
ま
で
）。
会
長
は
元
日
本
銀
行
総
裁

三
重
野
康
氏
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

六
十
四
歳
（
六
十
五
歳
）

四
月

中
原
伸
之
氏
ら
財
界
人
に
漢
詩
を
講
ず
る
朝
食
勉
強
会
を
始
め
、「
樂
只
会
」
と
名
づ
け
る
。

中
国
旅
游
（
上
海
・
南
京
・
和
県
・
宣
城
な
ど
）。

九
月

ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
旅
游
。

十
一
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
長
江
三
峡
」
に
出
演
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

六
十
五
歳
（
六
十
六
歳
）

四
月

学
校
法
人
二
松
学
舎
理
事
に
就
任
（
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
ま
で
）。

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
に
再
任
。

六
朝
学
術
学
会
設
立
、
会
長
に
就
任
（
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
三
月
ま
で
）。
設
立
大
会
で
記
念
講
演
。

中
国
旅
游
（
寧
夏
）。

七
月

日
本
学
術
会
議
会
員（
第
十
七
期
）に
三
選
、語
学
文
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
長
に
再
選（
共
に
平
成
十
二
年
七
月
ま
で
）。

中
国
江
西
省
廬
山
に
て
第
一
回
日
中
陶
淵
明
学
会
開
催
、
基
調
講
演
を
行
う
。

九
月

オ
ー
ス
ト
リ
ア
旅
游
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
五

十
一
月

諸
橋
轍
次
記
念
館
開
館
五
周
年
記
念
文
化
講
演
会
（
新
潟
）
で
講
演
。

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）

六
十
六
歳
（
六
十
七
歳
）

一
月

文
部
省
高
等
学
校
国
語
科
指
導
要
領
解
説
作
成
協
力
委
員
と
な
る
（
平
成
十
二
年
一
月
ま
で
）。

四
月

財
団
法
人
斯
文
会
理
事
長
と
し
て
、
昌
平
坂
学
問
所
創
建
二
百
年
・
財
団
法
人
斯
文
会
創
立
八
十
年
記
念
式
典
を
文
京
区

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
挙
行
、
記
念
講
演
を
行
う
。

長
江
三
峡
舟
遊
。

七
月

中
国
旅
游
（
青
海
・
甘
粛
両
省
）。

十
月

今
昔
文
字
鏡
研
究
会
会
長
に
就
任
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

六
十
七
歳
（
六
十
八
歳
）

四
月

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻
主
任
に
再
任
。

中
国
旅
游
（
山
東
省
）。

九
月

学
校
法
人
二
松
学
舎
理
事
長
、
同
評
議
員
に
就
任
。

中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
游
。

十
月

文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
三
島
中
洲
の
学
芸
と
そ
の
生
涯
」
研
究
会
に
参
加
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

六
十
八
歳
（
六
十
九
歳
）

四
月

大
修
館
書
店
『
大
漢
和
辞
典
』
完
結
記
念
全
国
縦
断
講
演
会
の
講
師
と
し
て
、
東
京
・
仙
台
・
新
潟
・
京
都
・
名
古
屋
・
福
岡
・

広
島
・
札
幌
で
講
演
。

丸
善
『
学
鐙
』
に
「
岳
堂
詩
話
」
の
連
載
を
開
始
（
毎
月
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
ま
で
二
十
四
回
）。

中
国
旅
游
（
山
西
省
）。

七
月

日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
パ
ネ
リ
ス
ト
。

八
月

第
二
回
日
中
陶
淵
明
学
会
（
江
西
省
廬
山
）
で
基
調
講
演
を
行
う
。

九
江
師
範
専
科
学
校
（
江
西
省
九
江
市
）
陶
淵
明
研
究
中
心
客
座
研
究
員
。

十
月

閑
谷
学
校
創
学
三
百
三
十
年
記
念
講
演
会
で
講
演
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
六

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

六
十
九
歳
（
七
十
歳
）

三
月

学
校
法
人
二
松
学
舎
理
事
長
を
退
任
。

四
月

二
松
学
舎
大
学
学
長
に
就
任
。
学
校
法
人
二
松
学
舎
理
事
、
評
議
員
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
漢
詩
を
よ
む
」
が
完
結
（
十
六
年
間
）。「
漢
詩
へ
の
誘
い
」
と
し
て
再
出
発
。

中
国
旅
游
（
杭
州
・
金
華
・
上
饒
・
武
夷
・
上
海
）。

六
月

安
東
省
菴
没
後
三
百
年
記
念
講
演
会
（
柳
川
）
で
講
演
。

七
月

大
東
文
化
大
学
大
学
院
集
中
講
義
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）

七
十
歳
（
七
十
一
歳
）

四
月

中
国
旅
游
。

十
月

学
校
法
人
二
松
学
舎
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式
典
で
学
長
式
辞
。

二
松
詩
文
会
代
表
に
就
任
。

十
二
月

台
湾
視
察
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

七
十
一
歳
（
七
十
二
歳
）

三
月

全
日
本
漢
詩
連
盟
を
設
立
、
初
代
会
長
に
就
任
。
設
立
総
会
で
記
念
講
演
を
行
う
。

四
月

日
本
中
国
学
会
顧
問
。

五
月

佛
光
大
学
（
台
湾
宜
蘭
県
）
国
際
学
会
に
出
席
。

六
月

江
戸
開
府
四
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
字
文
化
―
江
戸
に
学
ぶ
」
で
特
別
講
演
。

七
月

日
本
学
術
会
議
会
員
（
第
十
八
期
）
に
四
選
。

九
月

二
松
学
舎
大
学
公
開
講
座
で
講
義
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
九
月
ま
で
）。

十
二
月

尾
藤
二
洲
百
九
十
年
祭
記
念
講
演
会
（
川
之
江
）
で
講
演
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）

七
十
二
歳
（
七
十
三
歳
）

四
月

中
国
旅
游
（
杭
州
・
寧
波
・
余
姚
・
紹
興
・
上
海
）。

浙
江
大
学
で
講
演
。

六
月

茨
城
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
七

七
月

東
京
新
聞
神
奈
川
版
に
「
か
な
が
わ
漢
詩
紀
行
」
の
連
載
を
開
始
（
週
一
回
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
月
ま
で

六
十
八
回
）。

八
月

成
均
館
大
学
校
（
韓
国
）
視
察
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

七
十
三
歳
（
七
十
四
歳
）

三
月

二
松
学
舎
大
学
学
長
を
退
任
。
同
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
を
定
年
退
職
。

四
月

学
校
法
人
二
松
学
舎
顧
問
に
就
任
。

二
松
学
舎
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
。

湯
島
聖
堂
に
て
、
講
座
「
中
国
名
文
味
読
」
開
始
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
ま
で
）。

二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
講
座
で
講
義
（
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
三
月
ま
で
）。

中
国
旅
游
。

七
月

修
美
社『
墨
の
芸
術
情
報
誌
修
美
』に「
漢
詩
紀
行
」の
連
載
を
開
始（
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）十
二
月
ま
で
三
十
回
）。

千
葉
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

九
月

二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
。

十
二
月

東
京
都
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

七
十
四
歳
（
七
十
五
歳
）

一
月

福
島
民
友
新
聞
に
「
漢
字
の
世
界
四
字
熟
語
」
の
連
載
を
開
始
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
ま
で
三
百
六
十
六
回
）。

三
月

桜
美
林
大
学
孔
子
学
院
開
設
記
念
講
演
会
で
講
演
。

四
月

湯
島
聖
堂
に
て
、
講
座
「
漢
詩
作
法
」
開
始
（
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
ま
で
）。

中
国
旅
游
。

十
月

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

十
二
月

北
京
大
学
視
察
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

七
十
五
歳
（
七
十
六
歳
）

一
月

日
本
武
道
館
『
月
刊
武
道
』
に
「
古
典
に
学
ぶ
」
の
連
載
を
開
始
（
毎
月
、平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
二
月
ま
で
十
二
回
）。

三
月

中
国
旅
游
。

四
月

福
島
民
友
新
聞
に
「
こ
と
ば
の
泉
故
事
熟
語
」
の
連
載
を
開
始
（
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
ま
で
二
百
九
十
八
回
）。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
八

中
国
旅
游
。

五
月

湯
島
聖
堂
に
て
、
講
座
「
中
国
の
名
言
・
成
語
」
開
始
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
）。

福
島
市
制
百
周
年
記
念
文
化
講
演
会
で
講
演
。

九
月

岡
山
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

十
一
月

埼
玉
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

七
十
六
歳
（
七
十
七
歳
）

四
月

栃
木
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

中
国
旅
游
（
鄭
州
・
開
封
・
偃
師
・
鞏
義
・
嵩
陽
・
許
昌
な
ど
）。

六
月

伊
豆
新
聞
本
社
創
立
六
十
周
年
記
念
文
化
講
演
会
で
講
演
。

九
月

戊
辰
戦
争
奥
羽
越
列
藩
同
盟
結
成
百
四
十
周
年
記
念
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
会
津
若
松
）
で
講
演
。

十
月

金
婚
旅
行
（
淡
島
）。

十
一
月

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

七
十
七
歳
（
七
十
八
歳
）

四
月

二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
講
座
で
講
義
（
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
三
月
ま
で
）。

六
朝
学
術
学
会
顧
問
。

中
国
旅
游
（
山
東
省
）。

十
一
月

第
一
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会
（
三
条
）
で
講
演
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

七
十
八
歳
（
七
十
九
歳
）

二
月

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
旅
游
。

四
月

中
国
旅
游
（
山
西
省
）。

六
月

公
益
財
団
法
人
斯
文
会
理
事
長
に
就
任
（
改
組
に
よ
る
）。

十
月

長
野
県
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
で
講
演
。

十
一
月

二
松
学
舎
大
学
「『
論
語
』
の
学
校　

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ａ
」
で
素
読
実
践
を
担
当
（
二
〇
一
九
年
度
ま
で
）。

十
二
月

柴
野
栗
山
二
百
四
年
祭
（
高
松
）
で
講
演
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
五
九

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

七
十
九
歳
（
八
十
歳
）

一
月

日
本
弘
道
会
『
弘
道
』
に
「
漢
詩
の
味
わ
い
」
の
連
載
を
開
始
（
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月
ま
で
十
二
回
）。

四
月

漢
字
文
化
振
興
会
の
発
展
的
解
消
に
伴
い
、
漢
字
文
化
振
興
協
会
を
設
立
、
会
長
に
就
任
。

中
国
旅
游
（
江
蘇
省
）。

九
月

近
畿
漢
詩
連
盟
設
立
総
会
（
大
阪
）
で
講
演
。

十
月

宮
城
県
漢
詩
連
盟
設
立
記
念
漢
詩
講
演
会
で
講
演
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

八
十
歳
（
八
十
一
歳
）

四
月

中
国
旅
游
（
雲
南
省
）。

八
月

中
国
旅
游
（
東
北
三
省
）。

十
一
月

第
一
回
二
松
学
舎
大
学
学
術
文
化
講
演
会
で
講
演
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

八
十
一
歳
（
八
十
二
歳
）

三
月

全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
十
周
年
記
念
大
会
で
講
演
。

四
月

二
松
学
舎
大
学
二
号
館
二
階
に
顧
問
室
設
置
、「
皙
中
庵
」
と
名
づ
け
る
。

十
月

日
本
中
国
学
会
第
六
十
五
回
大
会
（
秋
田
大
学
）
で
特
別
講
演
。

十
二
月

尾
藤
二
洲
没
後
二
百
年
祭
典
（
川
之
江
）
で
講
演
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

八
十
二
歳
（
八
十
三
歳
）

一
月

第
一
回
桜
美
林
大
学
孔
子
学
院
漢
詩
朗
読
・
創
作
発
表
大
会
で
講
演
。

三
月

神
奈
川
県
真
鶴
町
お
林
展
望
公
園
内
に
「
真
鶴
海
岸
書
懐
」
詩
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

四
月

中
国
旅
游
（
西
安
）。

九
月

第
三
回
二
松
学
舎
大
学
学
術
文
化
講
演
会
（
仙
台
）
で
講
演
。

十
月

第
二
十
回
二
松
学
舎
大
学
教
育
研
究
大
会
で
講
演
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

八
十
三
歳
（
八
十
四
歳
）

一
月

顧
問
室
を
新
設
の
二
松
学
舎
大
学
四
号
館
九
階
に
移
設
。

五
月

湯
島
聖
堂
に
て
、
講
座
「
日
本
の
漢
詩
」
開
始
（
令
和
元
年(
二
〇
一
九)

ま
で
）。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
〇

九
月

千
葉
県
漢
詩
連
盟
十
周
年
記
念
大
会
で
講
演
。

十
二
月

世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
韮
山
）
で
講
演
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

八
十
四
歳
（
八
十
五
歳
）

六
月

東
京
都
漢
詩
連
盟
設
立
十
周
年
記
念
総
会
で
講
演
。

七
月

二
松
学
舎
大
学
全
国
学
生
・
生
徒
漢
詩
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
企
画
・
漢
詩
講
演
会
で
講
演
。

十
月

二
松
学
舎
大
学
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の
「
知
」
の
形
成
と
漢
学
」
公
開

講
座
で
「
幕
末
・
明
治
の
漢
詩
」
を
担
当
（
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
二
月
ま
で
）。

神
奈
川
県
漢
連
盟
創
立
十
周
年
記
念
式
典
で
記
念
講
演
。

十
二
月

威
宜
園
開
塾
二
百
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
講
演
会
（
日
田
）
で
講
演
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

八
十
五
歳
（
八
十
六
歳
）

三
月

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
創
立
十
周
年
記
念
漢
詩
大
会
で
記
念
講
演
。

七
月

二
松
学
舎
大
学
漢
学
者
記
念
館
会
議
に
出
席
、
閉
会
挨
拶
。

東
海
地
区
（
遠
江
・
駿
河
・
三
河
）
漢
詩
連
盟
発
足
式
（
浜
松
）
で
記
念
講
演
。

十
二
月

全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト
二
十
周
年
記
念
公
開
講
座
（
多
久
）
で
講
義
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

八
十
六
歳
（
八
十
七
歳
）

九
月

全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会
で
講
演
。

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）　　
　
　

八
十
七
歳
（
八
十
八
歳
）

三
月

新
元
号
の
考
案
を
政
府
か
ら
正
式
に
委
嘱
さ
れ
る
。

五
月

公
益
財
団
法
人
斯
文
会
理
事
長
と
し
て
創
設
百
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

十
月

公
益
財
団
法
人
斯
文
会
名
誉
副
会
長
。

十
一
月

一
般
社
団
法
人
漢
字
文
化
振
興
協
会
名
誉
会
長
。

公
益
財
団
法
人
斯
文
会
主
催
米
寿
祝
賀
会
出
席
。



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
一

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

八
十
八
歳
（
八
十
九
歳
）

一
月

桜
美
林
大
学
孔
子
学
院
第
七
回
漢
詩
朗
読
・
創
作
発
表
大
会
で
講
演
。

十
月

第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
み
や
ざ
き
二
〇
二
〇
さ
き
が
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
国
漢
詩
の
祭
典
で
記
念
講
演
。

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

八
九
歳
（
九
〇
歳
）

九
月

全
日
本
漢
詩
大
会
石
川
大
会
で
記
念
講
演
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）

九
〇
歳
（
九
一
歳
）

七
月
十
二
日

逝
去
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
第
十
七
号
石
川
忠
久
教
授
挂
冠
記
念
号
』（
桜
美
林
学
園
・
一
九
九
二

年
三
月
）
所
収
「
石
川
忠
久
教
授
略
年
譜
」、『
石
川
忠
久
華
甲
記
念
漢
詩
選
集 

長
安
好
日 

わ
が
漢
詩
の
日
々
』（
東
方
書
店
・

一
九
九
二
年
四
月
）
所
収
「
石
川
忠
久
略
年
譜
」、『
石
川
忠
久
古
稀
記
念
漢
詩
選
集 

桃
源
佳
境 

わ
が
詩
わ
が
旅
』（
東
方
書
店
・

二
〇
〇
一
年
四
月
）
所
収
「
石
川
忠
久
略
年
譜
」、『
石
川
忠
久
先
生
星
寿
記
念
論
文
集 

菊
を
採
る
東
籬
の
下
』（
汲
古
書
院
・

二
〇
二
一
年
十
月
）所
収「
石
川
忠
久
先
生 

略
年
譜
・
同
主
要
著
作
」、公
益
財
団
法
人
斯
文
会
提
供
の
資
料
等
を
参
考
と
し
た
。

�

作
成　

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
主
査　

石
塚　

英
樹

�



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
二

『
近
代
中
国
の
思
想
と
文
学
』（
共
著
）　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
七
月　

大
安

『
文
学
概
論
』（
中
国
文
化
叢
書　

第
四
巻
）（
共
著
）　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
九
月　

大
修
館
書
店

『
世
界
の
詩
』「
中
国
」　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
六
月　

さ
・
え
・
ら
書
房

『
資
治
通
鑑
選
』（
中
国
古
典
文
学
大
系　

第
一
四
巻
）（
共
編
）　

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
八
月　

平
凡
社

『
陸
游
詩
集
』（
中
国
の
詩
集
カ
ラ
ー
版　

九
）　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）　

角
川
書
店

『
漢
文
』（
高
等
学
校
国
語
科
教
育
研
究
講
座　

第
一
一
巻
）（
共
著
）　

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
月　

有
精
堂
出
版

『
漢
詩
の
世
界　

そ
の
こ
こ
ろ
と
味
わ
い
』　

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）　

大
修
館
書
店

『
中
国
文
学
史
』（
共
著
）　

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
六
月　

東
京
大
学
出
版
会

『
漢
詩
の
風
景　

こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
』　

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
六
月　

大
修
館
書
店

『
漢
詩
の
解
釈
と
鑑
賞
事
典
』（
共
著
）　

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
三
月　

旺
文
社

『
漢
詩
の
こ
こ
ろ
』　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
十
二
月　

時
事
通
信
社

『
中
国
の
古
典
文
学　

作
品
選
読
』（
共
著
）　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
四
月　

東
京
大
学
出
版
会

『
長
安
の
春
秋
』（
人
物
中
国
の
歴
史　

六
）　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
八
月　

集
英
社

『
中
国
文
学
の
女
性
像
』（
編
著
）　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月　

汲
古
書
院

『
漢
詩
の
楽
し
み
』　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
十
二
月　

時
事
通
信
社

『
詩
経
』（
中
国
古
典
新
書
）　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月　

明
徳
出
版
社

『
隠
逸
と
田
園
』（
中
国
古
典
詩
聚
花　

二
）　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
九
月　

尚
学
図
書

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
講
演
会
』
一
一
（
共
著
）　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
要
解
漢
和
新
辞
典
』（
共
編
著
）　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
三
月　

清
水
書
院

『
要
解
国
語
新
辞
典
』（
共
編
著
）　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
三
月　

清
水
書
院

『
玉
台
新
詠
』（
中
国
の
古
典　

二
五
）　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
二
月　

学
習
研
究
社

『
中
国
文
学
概
論
』（
中
国
文
化
全
書　

四
）（
共
著
）　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月　

高
文
堂
出
版
社

『『
大
漢
和
辞
典
』
を
読
む
』（
共
著
）　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月　

大
修
館
書
店

『
漢
詩
へ
の
招
待
』　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
五
月　

新
樹
社

『
受
験
ベ
ス
ト
・
漢
文
』　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
六
月　

学
習
研
究
社

『
中
国
古
詩
名
篇
鑑
賞
辞
典
』（
共
編
）　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
八
月　

江
蘇
古
籍
出
版
社

『
南
京
物
語　

江
南
佳
麗
の
地
』（
中
国
の
都
城　

七
）　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
一
月　

集
英
社

『
韻
偶
大
成
』
上
（
編
校
）　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
二
月　

松
雲
堂
書
店

石
川
忠
久
博
士
主
要
著
作
目
録



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
三

『
韻
偶
大
成
』
下
（
編
校
）　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
二
月　

松
雲
堂
書
店

『
韻
偶
大
成
』
姓
氏
録
（
編
）　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
二
月　

松
雲
堂
書
店

『
漢
詩
の
世
界　

そ
の
こ
こ
ろ
と
味
わ
い
』
新
装
版　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
五
月　

大
修
館
書
店

『
漢
詩
の
風
景　

こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
』
新
装
版　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
年
五
月　

大
修
館
書
店

『
か
ら
う
た
も
よ
う　

漢
詩
百
訳
』（
監
修
）　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
月　

大
修
館
書
店

『
漢
詩
日
記
』　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
一
月　

大
修
館
書
店

『
唐
詩
選
』　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
一
月　

東
方
書
店

『
福
武
漢
和
辞
典
』（
共
編
）　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
一
月　

福
武
書
店

『
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た　

故
事
・
名
言
』（
く
も
ん
の
ま
ん
が
お
も
し
ろ
大
事
典
）（
監
修
）　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月　

く
も
ん
出
版

『
中
国
の
文
人　
「
竹
林
の
七
賢
」
と
そ
の
時
代
』（
共
訳
）　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
一
月　

大
修
館
書
店

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
紀
行
』
一　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
長
安
好
日　

わ
が
漢
詩
の
日
　々

石
川
忠
久
華
甲
記
念
漢
詩
選
集
』　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
四
月　

東
方
書
店

『
古
詩
』（
中
国
の
名
詩
鑑
賞　

三
）　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
月　

明
治
書
院

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
紀
行
』
二　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
の
魅
力
』　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
月　

時
事
通
信
社

『
陶
淵
明
と
そ
の
時
代
』　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
四
月　

研
文
出
版

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
紀
行
』
三　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
七
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
福
武
漢
和
辞
典
』
新
装
版
（
共
編
）　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
月　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

『
漢
詩
之
世
界　

絵
巻
』（
監
修
・
解
説
）　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
月　

エ
ン
ド
ウ
企
画

『
神
農
五
千
年
』（
分
担
執
筆
・
監
修
）　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
三
月　

斯
文
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
紀
行
』
四　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座
』
一
八
巻
・
別
巻
・
総
目
次
（
監
修
代
表
）　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月　

昌
平
社

『「
漢
詩
」
の
心　

自
然
を
謳
い
人
生
を
詠
む
』（
共
著
）　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
六
月　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

『
漢
詩
を
よ
む　

春
の
詩
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
五
）　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
三
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
紀
行
』
五　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
四
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

夏
の
詩
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

三
七
）　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
六
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

秋
の
詩
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

三
八
）　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
九
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

冬
の
詩
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

四
九
）　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
を
よ
む　

李
白
』
Ｃ
Ｄ　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『
書
香
の
家　

宇
野
精
一
博
士
米
寿
記
念
対
談
集
』（
対
談
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
四
月　

明
治
書
院



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
四

『
名
詩
の
故
里　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
を
よ
む　

第
一
集　

華
北
』（
監
修
・
著
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
五
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
名
詩
の
故
里　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
を
よ
む　

第
二
集　

江
南
』（
監
修
・
著
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
五
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
名
詩
の
故
里　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
を
よ
む　

第
三
集　

江
湖
』（
監
修
・
著
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
五
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
字
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』（
共
著
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
六
月　

大
修
館
書
店

『
詩
経
』
上
（
新
釈
漢
文
大
系　

一
一
〇
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
九
月　

明
治
書
院

『
漢
詩
を
作
る
』（
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス　

一
）　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
六
月　

大
修
館
書
店

『
詩
経
』
中
（
新
釈
漢
文
大
系　

一
一
一
）　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
二
月　

明
治
書
院

『
漢
詩
を
よ
む　

李
白
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

九
三
）　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

杜
甫
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

九
四
）　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
詩
経
』
下
（
新
釈
漢
文
大
系　

一
一
二
）　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
七
月　

明
治
書
院

『
漢
詩
を
よ
む　

蘇
東
坡
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

一
二
八
）　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
一
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

白
楽
天
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

一
二
九
）　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
一
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
桃
源
佳
境　

わ
が
詩
わ
が
旅　

石
川
忠
久
古
稀
記
念
漢
詩
選
集
』　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月　

東
方
書
店

『
唐
詩
選
の
こ
と
ば
』（
Ｍ
ｙ
古
典
）　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
一
月　

斯
文
会

『
石
川
忠
久
漢
詩
の
講
義
』　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月　

大
修
館
書
店

『
詩
経
』（
新
書
漢
文
大
系　

一
五
）　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
七
月　

明
治
書
院

『
日
本
人
の
漢
詩　

風
雅
の
過
去
へ
』　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月　

大
修
館
書
店

『
朗
読
で
味
わ
う
漢
詩
』（
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
六
月　

青
春
出
版
社

『
石
川
忠
久
中
西
進
の
漢
詩
歓
談
』（
共
著
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
五
月　

大
修
館
書
店

『
石
川
忠
久
の
漢
詩
紀
行
一
〇
〇
選
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

全
一
〇
巻
（
監
修
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
九
月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

『
漢
詩
を
よ
む　

杜
牧
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

一
八
八
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
歴
史
に
未
来
を
観
る 　

 

陳
舜
臣
対
談
集
』（
述
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
一
月　

集
英
社

『
中
華
旅
吟
』　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
一
月　

中
国
青
年
出
版
社

『
漢
詩
を
よ
む　

陸
游
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

一
九
〇
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
岳
堂
詩
の
旅
』（
石
川
忠
久
著
作
選　

四
）　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月　

研
文
出
版

『
漢
詩
へ
の
招
待
』（
文
春
文
庫
）　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
月　

文
藝
春
秋

『
長
安
の
春
秋　

中
国
文
学
論
考
』（
石
川
忠
久
著
作
選　

二
）　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
月　

研
文
出
版

『
新
漢
詩
の
世
界
』　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月　

大
修
館
書
店

『
新
漢
詩
の
風
景
』　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月　

大
修
館
書
店

『
漢
詩
の
魅
力
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
九
月　

筑
摩
書
房



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
五

『
書
い
て
鑑
賞
す
る
漢
詩　

李
白
』（
共
著
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
二
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

王
維
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
二
一
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
五
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
詩
を
よ
む　

陶
淵
明
詩
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
二
二
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
六
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
悠
久
の
古
都
を
巡
る
』（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
漢
詩
心
の
旅　

一
）（
監
修
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
六
月　

世
界
文
化
社

『
長
江
を
詠
う
』（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
漢
詩
心
の
旅　

二
）（
監
修
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
七
月　

世
界
文
化
社

『
大
黄
河
の
旅
』（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
漢
詩
心
の
旅　

三
）（
監
修
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
八
月　

世
界
文
化
社

『
聖
な
る
名
山
』（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
漢
詩
心
の
旅　

四
）（
監
修
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
九
月　

世
界
文
化
社

『
遥
か
な
る
大
地
』（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
漢
詩
心
の
旅　

五
）（
監
修
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
月　

世
界
文
化
社

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
一
巻
（
編
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
月　

二
松
学
舎

『
東
海
の
風
雅　

日
本
漢
詩
の
心
』（
石
川
忠
久
著
作
選　

三
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
一
月　

研
文
出
版

『
身
近
な
四
字
熟
語
辞
典
』（
文
春
文
庫
）　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
一
月　

文
藝
春
秋

『
能
狂
言
が
見
た
く
な
る
講
座
十
撰
』（
共
著
）　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
月　

檜
書
店

『
楽
し
く
使
え
る
故
事
熟
語
』（
文
春
文
庫
）（
監
修
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
二
月　

文
藝
春
秋

『
漢
詩
鑑
賞
事
典
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
三
月　

講
談
社

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行　

友
愛
深
厚
篇
』（
監
修
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行　

山
河
悠
久
篇
』（
監
修
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
六
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行　

人
生
有
情
篇
』（
監
修
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
八
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
漢
魏
六
朝
の
詩
』
上　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
一
月　

明
治
書
院

『
漢
魏
六
朝
の
詩
』
下　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
一
月　

明
治
書
院

『
書
で
味
わ
う
漢
詩
の
世
界　

絶
句
名
作
選
』（
共
著
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
一
月　

二
玄
社

『
漢
詩
人
大
正
天
皇　

そ
の
風
雅
の
心
』　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
二
月　

大
修
館
書
店

『
中
国
語
朗
読
＆
日
本
語
朗
読　

漢
詩
』
上
（
上
古
～
唐
・
李
白
）（
ペ
ン
読
）（
監
修
）　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
二
月　

ア
プ
ラ
イ

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
二
巻
（
編
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月　

二
松
学
舎

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

全
一
〇
巻
（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月　

ケ
ン
メ
デ
ィ
ア

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
』
一
（
教
養
・
文
化
シ
リ
ー
ズ
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
』
二
（
教
養
・
文
化
シ
リ
ー
ズ
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
五
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
』
三
（
教
養
・
文
化
シ
リ
ー
ズ
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
六
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
』
四
（
教
養
・
文
化
シ
リ
ー
ズ
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
七
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
』
五
（
教
養
・
文
化
シ
リ
ー
ズ
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
』
六
（
教
養
・
文
化
シ
リ
ー
ズ
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
九
月　

日
本
放
送
出
版
協
会



■
石
川
忠
久
博
士
追
悼
特
集
■

一
六
六

『
中
国
語
朗
読
＆
日
本
語
朗
読　

漢
詩
』
下
（
唐
・
杜
甫
～
近
現
代
）（
ペ
ン
読
）（
監
修
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
一
月　

ア
プ
ラ
イ

『
漢
詩
と
人
生
』（
文
春
新
書
）　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
二
月　

文
藝
春
秋

『
聞
い
て
楽
し
む
漢
詩
一
〇
〇
選　

Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
』　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
一
月　

日
本
放
送
出
版
協
会

『
詩
経
』
新
装
版
（
中
国
古
典
新
書
）　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
一
月　

明
徳
出
版
社

『
茶
を
う
た
う
詩　
『
詠
茶
詩
録
』
詳
解
』　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
六
月　

研
文
出
版

『
新
井
白
石
『
陶
情
詩
集
』
の
研
究
』（
共
著
）　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
二
月　

汲
古
書
院

『
江
都
晴
景　

わ
が
心
の
詩　

石
川
忠
久
八
秩
記
念
漢
詩
選
集
』　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
四
月　

研
文
出
版

『
湯
島
聖
堂
漢
文
検
定
藩
校
編
テ
キ
ス
ト
』（
総
監
修
）　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
月　

湯
島
聖
堂
漢
文
検
定
委
員
会

『
湯
島
聖
堂
漢
文
（
論
語
・
漢
詩
）
検
定
寺
子
屋
編
テ
キ
ス
ト
』
第
二
版
（
総
監
修
）　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
月　

湯
島
聖
堂
漢
文
検
定

編
集
委
員
会

『
漢
詩
か
る
た
』（
監
修
）　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月　

佐
賀
県
漢
詩
連
盟

『
漢
詩
実
作
必
携　

平
仄
字
典
』
新
版
（
補
）　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
一
月　

明
治
書
院

『
扶
桑
の
山
川　

日
本
の
風
雅
』（
石
川
忠
久
著
作
選　

五
）　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月　

研
文
出
版

『
入
門
漢
詩
の
世
界
』（
洋
泉
社
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
）（
第
一
部
監
修
）　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
六
月　

洋
泉
社

『
陶
淵
明
と
そ
の
時
代
』
増
補
版　

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
五
月　

研
文
出
版

『
大
正
天
皇
漢
詩
集
』　

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
六
月　

大
修
館
書
店

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
三
巻
（
編
）　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
六
月　

二
松
学
舎

『
石
川
忠
久
漢
詩
の
稽
古
』　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
七
月　

大
修
館
書
店

『
湯
島
聖
堂
漢
文
（
論
語
・
漢
詩
）
検
定
寺
子
屋
編
テ
キ
ス
ト
』
第
三
版
（
総
監
修
）　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月　

湯
島
聖
堂
漢
文
検
定

委
員
会

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
四
巻
（
編
）　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
七
月　

二
松
学
舎

『
歩
こ
う
神
奈
川
、
漢
詩
八
十
景　

神
奈
川
漢
詩
紀
行
』（
神
漢
連
叢
書
）（
監
修
）　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
九
月　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟

『
湯
島
聖
堂
漢
文
検
定
藩
校
編
論
語
テ
キ
ス
ト
』（
総
監
修
）　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
月　

湯
島
聖
堂
漢
文
検
定
委
員
会

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
五
巻
（
編
）　

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月　

二
松
学
舎

『
埋
も
れ
た
詩
傑
河
野
鉄
兜 　

そ
の
洒
落
た
風
趣　

石
川
忠
久
講
話
集
』（
述
）　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月　

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

『
新
元
号
令
和
慶
祝
詩
集
』（
監
修
）　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
二
月　

二
松
学
舎
大
学
二
松
詩
文
会
・
斯
文
会
聖
社
詩
会
・
全
日
本
漢
詩
連
盟

『
大
沼
枕
山
『
歴
代
詠
史
百
律
』
の
研
究
』（
共
著
）　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
二
月　

汲
古
書
院

『
漢
詩
創
作
の
た
め
の
詩
語
集
』（
監
修
）　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
八
月　

大
修
館
書
店
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
キ
ス
ト　

日
本
放
送
出
版
協
会

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
を
よ
む
」

自
然
の
う
た
・
情
愛
の
う
た
・
旅
の
う
た　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月

風
雅
の
う
た
・
戦
い
の
う
た
・
人
生
の
う
た　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
十
月

山
水
の
う
た
・
美
人
の
う
た
・
友
情
の
う
た　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月

諷
刺
の
う
た
・
懐
古
の
う
た
・
酒
の
う
た　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
十
月

閑
適
の
う
た
・
女
流
の
う
た
・
茶
の
う
た　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月

感
傷
の
う
た
・
花
鳥
の
う
た
・
別
離
の
う
た　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月

李
白　

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月

杜
甫　

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
十
月

白
楽
天　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
四
月

陶
淵
明　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
月

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
漢
詩
を
よ
む
」

王
維　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月

蘇
東
坡　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
月

杜
牧　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
四
月

陸
游　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
月

四
季
の
詩　

春
か
ら
秋
へ　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
年
四
月

四
季
の
詩　

秋
か
ら
春
へ　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
年
十
月

自
然
と
人
生
（
春
）　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
年
四
月

自
然
と
人
生
（
秋
）　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
年
十
月

風
土
と
人
々
（
江
南
の
巻
）　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
年
四
月

風
土
と
人
々
（
華
北
の
巻
）　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
年
十
月

風
土
と
人
々
（
江
湖
の
巻
）　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
年
四
月

風
土
と
人
々
（
嶺
南
の
巻
）　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
年
十
月

詩
人
と
風
景
（
春
花
の
巻
）　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
年
四
月

詩
人
と
風
景
（
秋
月
の
巻
）　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
年
十
月

詩
人
と
風
景
（
田
園
の
巻
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
年
四
月

詩
人
と
風
景
（
都
城
の
巻
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
年
十
月
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詩
人
と
風
景
（
山
水
の
巻
）　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
年
四
月

詩
人
と
風
景
（
旅
遊
の
巻
）　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
年
十
月

詩
と
人
生
（
青
雲
の
巻
）　　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
年
四
月

詩
と
人
生
（
閑
適
の
巻
）　　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
年
十
月

詩
人
と
行
旅
（
春
山
の
巻
）　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月

詩
人
と
行
旅
（
秋
水
の
巻
）　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
年
十
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
「
漢
詩
へ
の
誘
い
」

季
節
を
詠
う
（
清
明
の
巻
）　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
年
四
月

季
節
を
詠
う
（
寒
露
の
巻
）　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
年
十
月

人
生
を
詠
う
（
行
遊
の
巻
）　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
年
四
月

人
生
を
詠
う
（
閑
吟
の
巻
）　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
年
十
月

歴
史
と
風
土
（
長
安
の
巻
）　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
年
四
月

歴
史
と
風
土
（
金
陵
の
巻
）　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
年
十
月

歴
史
と
風
土
（
成
都
の
巻
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
年
四
月

歴
史
と
風
土
（
杭
州
の
巻
）　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
年
十
月

季
節
を
詠
う
（
清
明
の
巻
）　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
年
四
月

季
節
を
詠
う
（
寒
露
の
巻
）　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
年
十
月

人
生
を
詠
う
（
行
遊
の
巻
）　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
年
四
月

人
生
を
詠
う
（
閑
吟
の
巻
）　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
年
十
月

�

作
成　

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
主
査　

石
塚 

英
樹




